
電機神奈川地協加盟労組の
組合員ならびにご家族の皆様
に謹んで新春のお慶びを申し
あげます。また、旧年中に賜
りました地協の各種活動に対
しますご支援とご協力に感謝
申しあげます。
2011年3月11日に発生した
東日本大震災から1年9ヵ月が
経過しました。マスコミ報道

も特集番組やトピックス程度となり、震災からの復
旧・復興に対する国民的な意識や関心が薄れている
のではないかと感じられます。また、被災地での復
旧・復興には大きな格差が出ており、瓦礫処理も含
め全体としては、なかなか進んでいません。
神奈川地協は、本年も引き続き、電機連合本部と

連携をはかりながら「共助」の精神で被災地の復興
支援に取り組みます。
一方、私たちが働く日本の電機産業は、グローバ

ルメーカーの進出などにより、日本企業は優位性を
失い、事業の選択と集中を余儀なくされ、企業内に
おける構造改革はもとより、企業間の経営統合や事
業売却など、かつてない規模とスピードで生き残り
をかけた取り組みが加速されています。さらに電力
事情を始めインフラコストの高さもあり、製造拠点
の海外展開が加速され、電機産業における雇用情勢
にも悪影響を与えています。
また、私たちの暮らしにおいては、本格的な人口

減少社会を迎え、急速な高齢化の進展により、これ
まで日本の安心を支えてきた年金・医療制度の見直

しなど、将来にわたって持続可能な社会システムの
再構築が求められています。さらに経済対策の具体
化により雇用創出を促し、日本経済を安定成長に導
くことが不可欠となっています。
この状況のなかで、昨年末に実施された「第46回
衆議院議員選挙」では残念ながら民主党が大敗し、
再び自公政権が誕生しました。
神奈川地協は、私たちの働く環境や生活を改善す

るうえで必要となる国政レベルでの課題解決に向け、
今後も引き続き、連合・電機連合本部を通じて努力
を続けていきます。そのためにも、本年7月に施行さ
れる「第23回参議院議員選挙」では、神奈川地協出
身で電機連合の組織内公認候補である「石上としお」
さんを最重点候補と位置づけ必勝に向け取り組みを
進めます。皆さんの一層のご理解とご支援をよろし
くお願いいたします。
さらに神奈川地協は本年、設立60周年、障がい福
祉活動40周年を迎えます。私たちは、「温故知新」と
して地協運動の歴史に学び、労働運動の原点である
「共助」の精神を大切にしつつ、この節目を新たな
「希望」をもたらす年にしたいと考えています。ま
た、神奈川県下における主力産別組織の「役割と責
任」を認識し、構成組織の力と知恵を合わせ、組合
員の「期待と信頼」に応える運動を展開していきま
す。厳しい時にこそ、明るく元気に、お互いが知恵
を出し合いながら困難を克服していきましょう。
最後に、組合員ならびにご家族の皆様のご健勝・

ご多幸さらには各労組のご発展を祈念申し上げ、新
春のご挨拶といたします。本年も、どうぞよろしく
お願いいたします。

電機連合神奈川地方協議会機関紙
〒210-0844 川崎市川崎区渡田新町3－2－8
神奈川県労働教育福祉センター内
TEL 044－333－7766 FAX 044－333－2113
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「温故知新」…歴史に学び、新たな「希望」の年に！



あけましておめでとうござ

います。本年が、ご家族を含

めた組合員の皆さんにとって

幸多い年となることを心から

お祈り申し上げます。

昨年1年を振り返りますと、

まず年末の衆議院議員選挙で

民主党が歴史的惨敗を喫し、

再び自公政権が誕生したこと

が挙げられます。

3年3ヵ月前の政権交代は何だったのか、という

非常に残念な思いを強く持ちますが、国民が民主

党政権にNOを突き付けた事実も重く受け止める必

要があります。

電機連合公認候補で茨城5区の大畠章宏さんは当

選を果たしましたが、大阪区の平野博文さんは残

念ながら惜敗という結果でした。組合員の皆さん

のご支援に感謝すると共に、改めてお詫び申し上

げます。

今回の選挙結果は、これまで我々が進めてきた

政策・制度の実現を図る上で大きな困難となるこ

とが懸念されると共に、本年7月に実施される参議

院議員選挙や、労働組合の政治活動の取り組みに

も影響してくると受け止めています。今後、でき

るだけ速やかに職場の皆さんと具体的な課題につ

いて真摯な論議をしていきたいと考えます。

昨年は電機産業にとって厳しさの連続でした。半

導体やデジタル家電の不振、グローバル競争の激

化により、2011年度決算で巨額の赤字を余儀なく

された企業も出ました。この1年、その改善に全力

で取り組んできましたが、2012年度の業績見通し

はさらに厳しさを増しています。

このような厳しい状況にありましたが、2012年

春闘では賃金体系を維持し、エイジフリー社会を

展望した雇用延長について前進を図ることができ

ました。また電機連合として各省庁へ要請した項

目関連では、総額約5,000億円規模の予算（概算要

求段階）が計上されるなど大きな成果が表れ、産

業政策関係で一定の成果を出すこともできました。

迎える本年は電機連合にとって試練の年となりま

すが、次の3つの課題を中心に運動を推進していき
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氏　名
岡元　茂樹
宮本　了一
七蔵司　修
山本　　覚
竹野　裕司
岡崎　俊博
佐藤　豊秋
小野久二男
平林　秀茂
小林　裕幸
佐藤　信也
鐘ヶ江　博
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及川　七郎
伊東　達也
磯谷　　馨
村田　謙造
石橋　京子
伊東　京子
高野トモ子

出身労組
富 士 通 R & D
東 芝 M C
日 立 神 奈 川
NEC中研・神奈川
パナソニックモバイルコミュニケーションズ
三 菱 鎌 倉
東 芝 小 向
富 士 通 R & D
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パイオニア川崎
富士通ゼネラル川崎
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三菱情報システム
パナソニックエナジー茅ヶ崎
H G S T
三 菱 相 模
オムロンレーザーフロント
ア ン リ ツ
日 立 小 田 原
日本アビオニクス
NECインフロンティア
日 立 神 奈 川
パナソニックモバイルコミュニケーションズ
三菱情報システム
パナソニックAVCネットワーク藤沢
NEC中研・神奈川
H G S T
東 芝 M C
電機福祉センター
電機神奈川地協
電機神奈川地協
電機神奈川地協

議 会 名
横 浜 市 会
横 浜 市 会
川崎市議会
相模原市議会
横須賀市議会
鎌倉市議会
秦野市議会

氏　　名
今野　典人
坂本　勝司
東　　正則
森　　繁之
山本　文夫
山田　直人
八尋　伸二

出身労組
パナソニックモバイルコミュニケーションズ
日 立 戸 塚
富 士 通 R & D
NEC中研・神奈川
東芝ライテック横須賀
三 菱 鎌 倉
日 立 神 奈 川

◆ 地協組織内議員 ◆

◆ 地　協　役　職　員 ◆

2013年 新春の挨拶 2013年 新春の挨拶 2013年 新春の挨拶 



たいと考えます。

第1点が電機産業の再生・復活への取り組みで

す。半導体やデジタル家電関係の事業は、大きな

構造改革に一定のめどがついてきました。2013年

度は電機産業全体で何としても業績の黒字化を図

ることを労使の命題として、産業政策の強化に取

り組みます。そして私たちの雇用を守ることで、生

活の安心・安定に結び付けていきたいと考えます。

第2点が2013年春闘の取り組みと統一闘争の強

化です。

2013年春闘は、過去に経験の無い2年連続の巨

額の赤字という企業実態の中での取り組みである

ことから、相当厳しい交渉が予想されます。しか

し、電機連合の総力で、賃金体系の維持、安定し

た一時金の確保、全労働者の労働条件の底上げ、底

支えに取り組みます。また「統一闘争強化プロジ

ェクト」で論議している統一闘争の強化策の具現

化を図るため、労働政策に具体的に着手します。

第3点が参議院議員選挙の勝利と組織強化です。

昨年末の衆議院議員選挙の結果は、働く者にと

って大変厳しいものでしたが、これを跳ね返す意

味でも7月の参議院議員選挙は非常に大きなもので

あると言えます。組織的にも政治活動への信頼を

取り戻すことが必要であり、電機連合の総力を挙

げて「石上としお」当選を果たさなければなりま

せん。

そのためには、職場と組合の信頼関係が基本で

あることは言うまでもありません。石上としお必

勝に向けた取り組みはもとより、日常活動や政治

活動の中でしっかりと職場と組合のコミュニケー

ションを強化することが必要です。

この他にも「第3次エネルギー政策」の策定や組

織化の拡大など重要な課題も多くありますが、総

力を挙げて取り組んでいきたいと考えます。

以上、新年にあたっての思いを述べましたが、厳

しい時ほど心を一つにして活動を推進していきた

いと考えます。

組合員ならびにご家族の皆さんのご健勝、ご繁

栄を祈念し、年頭の挨拶といたします。

ティッシュカンパ金はこのような福祉活動に役立てています !ティッシュカンパ金はこのような福祉活動に役立てています !
ふ れ 愛 の 旅ふ れ 愛 の 旅

組合員がボランティアとなり、障がいを持つ方々と一緒に
旅行に行くことで交流をはかり、お互いの理解を深めます。

福 祉 を 知  る ・ 学 ぶ 福 祉 を 知  る ・ 学 ぶ 
【一日ボランティア体験講座】
　電機神奈川福祉センターでの障がい者・高齢者介護の基礎体験講座　
【出張ボランティア体験講座】
　相談員が直接訪問し、目的・講座内容を絞り短時間で行う集中講座
【手話入門講座】
　講師2名を招き、手話の基本的な会話手法を学ぶ講座
【認知症サポーター養成講座】
　福祉センターから講師を招き、悩みの多い認知症の理解を深める講座
　興味や気になる方は、各組合事務所へお問い合わせください

障がいや高齢者介護など福祉の相談は
お気軽にどうぞ！              
電機連合神奈川地協 障がい福祉委員会（福祉相談員）
川崎市川崎区渡田新町3-2-8 サンワークかながわ
TEL : 044-333-7766
FAX ： 044-333-2113
E-mail：fukushi@jeiu.or.jp
H  P：www.jeiu-kanagawa.or.jp

福祉に関する相談活動
◆ 障がい者の雇用・働く障がい者に関すること
◆ 障がいを持つご家族に関すること
◆ 高齢者介護や介護保険に関すること　など
福祉相談員が直接お伺いする『顔の見える』相談に積極的に取り組んでいます！

み か ん 狩 りみ か ん 狩 り
障がい者団体や親の会などの団体を 
みかん狩りにご招待し楽しいひと時
を過ごしていただいています。

障 が い 者 の 雇 用 促 進障 が い 者 の 雇 用 促 進
電機神奈川福祉センターと連携を取りなが
ら、障がい者の就労相談や、企業の障がい
者雇用へ向けた支援を行っています。

2012 年は初めて飛行機を乗り継ぎ、沖縄の宮古島に行きました。

手話入門講座 ボランテイア　体験講座 認知症サポーター養成講座

今年のデザインは、日立製作所労組

神奈川支部の鈴木瑠璃さんの作品です

今年のデザインザインは、 立製作所労組日立製作所

神奈川支部の鈴木瑠璃さんの作品です川支部の鈴木瑠璃さんの作品

今年のデザインは、日立製作所労組

神奈川支部の鈴木瑠璃さんの作品です

 電 機 連 合 神 奈 川 地 協相談員の村田謙造です
むらたけんぞう



～自助努力のお手伝い～ 

～幅広く手厚い補償～ 

～（電）けんこう共済に全労済の生命共済を合わせこれ1本で安心～ 

加入募集中 ！ ねんきん共済 
けんこう共済 

けんこう共済アシスト 

電機連合福祉共済センター けんこう共済の特約に待望の 
　　　　　　「ガン診断給付金」が新登場！！ 

生年月日 1954年8月19日（富山県生まれ）
主な経歴
1978年 東北大学工学部機械工学科卒業
1980年 東北大学大学院

工学研究科機械工学専攻修了
1980年 三菱電機㈱鎌倉製作所入社
1993年 三菱電機労働組合鎌倉支部執行委員長
2005年 鎌倉市議会議員　初当選
2009年 鎌倉市議会議員　二期目当選
現在 総務常任委員会委員長

議会運営委員会委員
かがやく鎌倉を創る会所属

4つの都市づくり政策に取り組み、
　『やさしい都市（まち）・鎌倉』の未来を創造します

山田直人の主な実績

●共 同 社 会 都市づくり 心豊かに、やさしさあふれるまちを実現します。
●快適で安全 都市づくり 快適で、安全・安心なまちを実現します。
●環境と調和 都市づくり 循環型社会と健全な財政基盤を実現します。
●効 率 行 政 都市づくり 効率化、省資源化によるサービスの最大化を実現します。

●政策法務研究会の立上にかかわり、「自転車の安全利用を促進する条例」を制定した。
●障害保健福祉圏域の柔軟な運用と就労支援センターの活用拡大により、障害者雇用において
利用しやすい環境を作った。

●大船中学校の改築に関わり、仮設校舎の建設を前倒しに取り組み、耐震性の低い校舎から学校
の安全・安心を確保した。

●議会のあり方の検討から前進し、「議会基本条例」の制定をめざす議会改革に取り組んだ。
●固定資産台帳の整備の重要性を指摘し、財政状況の的確な把握に結び付けた。

プロフィール

安心で安定した生活を送れる日本安心で安定した生活を送れる日本

　新年あけましておめでとうございます。
　ご家族、ご友人と共に健やかな新年をお迎えになられたこととお慶び
申し上げます。
　電機連合加盟組合のみなさまには、昨年1月に開催された第98回中央
委員会で本年7月の第23回参議院議員選挙に向けた組織内公認候補とし
てご確認を頂いた以降、様々なご支援を賜り心から御礼申し上げます。
　さて、昨年末に施行されました第46回衆議院議員選挙は、民主党にと
って大変厳しいものとなりました。2009年8月の政権交代以降、「コンク
リートから人へ」との一貫した考えのもと数々の改革が実行されました。
しかし、今までの大きな流れを変えていくには時間を要し、変わらないこ
とに対する不満が政権与党である民主党に寄せられたものと考えおり、政
策の考え方や方向性には、共感いただけるものと考えています。
　私は昨年、全国の電機連合加盟組合を訪問させていただき、多くのみなさんからお話を伺い、「安心で安定した生活を
送れる日本」「私たちの子どもの世代や次の世代が希望を持って暮らせる日本」がみなさんの思いであると強く感じました。
そのために私がまずやらなければならないことは、日本の経済に活力を与え、働く職場を元気にしていくことです。その方
法のひとつとして、私たちの電機産業を活性化させることが重要であり、国策として産業インフラコストを抑えるなど、海
外の競争相手と同等の条件で戦える環境整備を行うことが必要だと考えています。さらに、電機連合加盟組合の事業は
本当に裾野が広く、それぞれ特徴がある高い技術を持たれており、成長できる事業領域はたくさんあると感じました。日本
の成長戦略として位置付けられるスマートコミュニティの構築など、日本の強みを活かした取り組みを進めることによっ
て、事業領域拡大や各分野の融合などを促すこと、加えて、電機産業への積極的な投資により国内外での事業発展を進め、
国際社会・経済の発展に貢献し、国際協調行動に大きな役割を果たしていくことで、大変厳しい状況にある日本の電機産
業の活性化を図っていくと共に、雇用の安定、創出に繋げていきたいと思います。
　私はみなさんの生活の安心づくりに向けて、全力で頑張っていきます。
　ぜひ、「石上としお」を国政の場に送り出していただき、電機産業を活性化させる仕事を担わせていただきたいと思
います。みなさんの最後までのご支援とご協力を心からお願いいたします。

安心で安定した生活を送れる日本
電機連合組織内公認候補
（民主党・比例代表で立候補を予定）石上としお

山田山田  直 人直 人山 田  直 人 （鎌倉市議会議員）
－2013年4月21日（日）投開票日（予定）－


